
【お知らせ】石木ダム建設事業の進捗状況

『佐世保市水道ビジョン2020』は、水道局ホームページに掲載しています。

是非、ご覧ください。

長崎県が建設工事を進めている石木ダム建設事業の現在の進捗

状況をお知らせします。

平成25年度から、ダム建設によって水没する道路を迂回させるため

の工事が進められており、現在、右の写真のとおり、完成が近づいてい

ます。

この工事が完了すると、次はダム本体の工事が予定されています。

佐世保市としても、早期に工事が進むよう、今後も、石木ダムの建設

促進に努めてまいります。

みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

≪現況写真：長崎県提供≫

（次回以降、下水道ビジョンやアセットマネジメントの内容等をお知らせする予定です。）

佐世保市は斜面地が多くて地形が複雑だから、他の都市より施設の数がとても多いんだ。

それが、今後一斉に古くなるから、更新にはたくさんお金がかかるけど、それを支える人口

が少なくなってきているから、なんとか、コストを減らしていかないといけないんだ。

水道ビジョンＱ＆Ａ

Ｑ 人口減少や施設老朽化は全国どこでも同じじゃないの？

Ａ

老朽化対策を短期集中的に実施すると、市民負担が大きくなるから、長期計画的に

進めていかなければならないのよ。

それに、戦前に造られたダムがいくつもあって、とても古くなっているんだけど、水源不

足を解決しないと古いダムの改修工事もできないの。

だから、全体を見て、バランスよくやっていかないといけないのよ。

Ｑ 急いで老朽化対策をするために、他の事業をやめたらどうなの？

Ａ
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佐世保市水道ビジョン2020とは

安全・安心な水道の長期的持続を図るマスタープラン

「水道ビジョン」は、水道の長期的将来像を見据えたうえでの今後１０年間の具体的取り組みを定

めたマスタープランです。

今年度、新たに「水道ビジョン2020」に改定しましたので、その概要についてお知らせします。

①水の安定供給の確保

渇水

●市町合併後の地域格差を解消します。

佐世保市では、平成１７年から平成２２年にかけて１市６町によ

る合併を行いましたが、水道施設は、合併以前の分離・独立した

状態のままとなっているため、渇水時などに、特定の地域だけが

給水制限になるなど、地域によって格差が生じています。

②将来の更新需要の削減（ミクロマネジメント）

従来の法定耐用年数を目安とした施設更新で

はなく、施設の実態を調査・分析し、より長く施設

の使用を続けることで、施設更新の回数を減らし

てコストを削減します。

施設配置を再編成し、統廃合を進めることによって

施設数の削減を図ります。

また、施設更新にあたっては、人口減少の度合い

に応じたダウンサイジング（施設の規模を小さくするこ

と）を行い、コストを削減します。

これからの佐世保の水道（水道ビジョンの概要紹介）

水道を取り巻く社会環境の変化

水道は、昭和３０年代から４０年代にかけての高度成長期に

集中整備されており、これらが今後一斉に更新時期を迎える

ことになります。一方で、近年は人口減少が進み、少ない人口

で多くの施設を支えていかなければなりません。

また、ウィズコロナの時代では、今まで以上に公衆衛生に果

たす水道の役割が大きくなっており、渇水等で水道が途絶え

ることがないようにしなければいけません。

さらに、コロナ禍による経済低迷、自然災害の激甚化など、

過去にない多くの課題に直面しています。

石木ダム完成イメージ

CORONAVIRUS

●水源不足を解消し、公衆衛生を守ります。

令和７年度を完成予定として、現在までに約８割の協力が得ら

れている石木ダムの早期建設を進め、水の安定供給を図ります。

今後、長期計画として、各地区の水道施設を、格差が

著しい地区から優先して段階的に佐世保地区と連結して

送水する整備を行い、格差解消を図ります。
水の融通により

格差を解消！

●施設の長寿命化により更新コストを
削減します。

●統廃合やダウンサイジングにより更
新コストを削減します。

人口減少や経済低迷で限られた財源の中で、確実に事業を進めるためには、事業費の支出

が同時期に集中しないようにしなければなりません。この対策として、戦略的に事業実施時期の

先送りや前倒しを行い、費用負担の平準化を図ります。

また、事業の先送りにあたっては、水道管破裂等のリスクに対応できるように、リスクマネジメント

の体制を構築します。

③長期的な経営基盤の強化（マクロマネジメント）

≪費用負担の平準化のイメージ≫

後化準平前化準平

更新需要が集中する時期が存在 先送りや前倒しにより平準化
送水イメージ

佐世保

これか

佐世保市では、このミクロマネジメントとマクロマネジメント
を一元化した『アセットマネジメント』の策定を進めています。
より効果的な事業経営が期待できるのよ！

→
複数の小規模施設を

統合してコスト削減！

≪統廃合のイメージ≫

経費（¥）

前倒し先送り

経費（¥）

《長寿命化によるコスト削減のイメージ》

水道管を法定耐用年数で更新した場合
　（120年間で更新2回）

長寿命化した場合（120年間で更新1回）

長い期間での更新回数を削減できる。

40年 更
新

60年 更
新 60年

40年 更
新 40年
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